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3 事業対象地域の現況踏査 

3.1 現道ダルトンパスの現況 

ダルトンパスは、マニラ首都圏とルソン

島中北部の地域とを結ぶ重要な幹線道路で

あるが、台風や地震等の自然災害により通

行止めが発生している。 

1990 年のバギオ地震では約半年間にも

及ぶ長期に亘って通行止めとなった。バギ

オ地震以外にも 1907 年～2011 年の間にル

ソン島にて M5.0 以上の地震が 250 回以上

発生している。 

また、近年の主要な台風到来時には多数

の死者や物理的損害が発生しており、台風

に伴うダルトンパスの封鎖も懸念されてい

る。 

ダルトンパスはサンホセから北東に 7km
程の位置で計画されているバイパスの始点

であるタヤボに到達し、そこからさらに北

北西方面に進むとタラベラ川の右岸へと渡りディグディグへと繋がる。この区間は平面線形・縦

断線形ともに緩やかであり、タラベラ川も広大かつ緩やかな河床勾配を有している。ダルトンパ

スはこのディグディグにおいて現道と計画道路を結ぶ唯一の道路であるカラングラン州道と接

続する。 

ダルトンパスはディグディグ川に沿って北北西に向かい、ディグディグ断層によって形成され

た渓谷沿いを走っている。丘陵部付近では平面線形にヘアピンカーブが使用されており最小曲率

半径は 30m となっている。また、カーブの内側における最大勾配も 20%と急勾配である。線形

が厳しいために、表 3.1-1 に示すような死亡事故を含む交通事故が発生している。 

ダルトンパスはマニラ首都圏とルソン島中北部の地域を結ぶ唯一の幹線道路であり、マニラ首

都圏へ様々な製品を運ぶために毎日 600 台以上の大型車両がダルトンパスを通過している（表 
3.1-2）。トラックやトレーラーのような重車両は時速 10km/h 程度での走行となっており、小型

車もこれらの大型車両を追い抜くことが難しいため低速度で走行する大型車両の後をついて走

行している状況である。 

 

 

 
出典: JICA 調査団 

図 3.1-1 ダルトン峠付近における大型車両の 
低速走行状況 
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出典：METI 調査（2012 年） 

図 3.1-2 ダルトンパス（現道）の平面および縦断線形 

 

表 3.1-1 ダルトンパス現道の交通事故数 
(unit: 件) 

 

出典: DPWH 

表 3.1-2 2018 年におけるダルトンパス現道の一般交通量 
(unit: veh/day) 

 

出典: DPWH 

 
ダルトン峠を通過した後、現道はアリタオに向けて下り勾配となる。ダルトン峠からサンタフ

ェまでの区間はヘアピンカーブが連続しており平面線形・縦断線形が最も厳しい区間である。ア

リタオ方面からの上り勾配では走行速度の低いトラックやトレーラーのため約 10km/h の速度で

走行することを余儀なくされる。サンタフェ以北ではサンタフェ川の左岸地形を通り、平面・縦

断共に良好な線形となっている。 

現道ダルトンパスの状況を表 3.1-3 に示す。  

2016 2017 total 2016 2017 total 2016 2017 total 2016 2017 total

Santa Fe to Aritao 4 12 16 33 60 93 4 9 13 180 214 394 516

San Jose to Santa Fe 8 9 17 62 58 120 16 12 28 134 167 301 466

Grand total 12 21 33 95 118 213 20 21 41 314 381 695 982

Grand totalsection
fatal serious injury minor injury property damage

Region Road name Place AADT
Motor+

Tricycle
Passenger Car

Passenger

Utility

Goods

Utility
Small Bus

Large Bus

11 or 12

Rigid Truck

(2 axles)

11

Rigid Truck

(2 axles)

12 or 22 or 13

Truck semi‐trailer

(3 and 4 axles)
Truck trailers

II Daang Maharlika near Santa Fe 6416 342 2281 946 1402 340 447 187 220 249 2

III Daang Maharlika Carranglan 6391 1440 1140 714 1579 195 439 235 346 303 0

III Daang Maharlika San Jose 17687 5310 7645 1168 2104 263 509 228 293 167 0
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表 3.1-3 ダルトンパス現道の状況 
No. 名称 写真 

1 
KM 170+000 
現道 ロックシェッ
ド (1/2) 

 

2 
KM 195+400 
現道 

 

3 
KM 206+200 
現道 ロックシェッ
ド (2/2) 
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No. 名称 写真 

4 
KM 206+400 
現道 

 

5 
KM 203+000 
急カーブ 

 

6 
KM 210 付近 
ヘアピンカーブ 

 

出典: JICA 調査団 
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出典：JICA 調査団 

図 3.1-3 ダルトンパス現道及び既整備区間の位置 

 

3.2 事業対象地域の道路・橋梁の整備状況 

リージョン II とリージョン III での道路整備状況を図 2.1-1、及び図 2.1-2 に示す。リージョン

III においては、過去３年間で６つの仮設橋が新設橋梁へと移行され、20 橋が補修された。また、

国道の主要な場所において、15 橋が新設された。リージョン II では、716 橋（仮橋を含む）、全

橋長 35,234m の橋梁が 2015 年までに整備されている。 

ダルトンパス現道は往復 2 車線の一般国道であるが、表 3.1-3 に現況を示すとおり特にサンタ

フェ付近の区間はヘアピンカーブが連続し走行性が悪い。ダルトンパスバイパスについてはプロ

ジェクト道路の南北に既整備区間があり、こちらも往復 2 車線道路として建設されている。既整

備区間（南側）には 2 橋、既整備区間（北側）には 4 橋の橋梁が存在する。 
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3.3 事業対象地域の道路・橋梁の維持管理状況 

DPWH からのヒアリングに基づき、表 3.3-1 に事業対象地域の道路・橋梁の維持管理状況を整

理する。 

表 3.3-1 事業対象地域の道路・橋梁の維持管理状況 
No. 項目 状況 

1 維持管理主体 DPWH 所属の組織である District Engineer Office 
(DEO)。 

リージョン II 及びリージョン III 内には、各々11 カ

所、14 カ所の District Engineer Office(DEO)が存在

し、ダルトンパス現道付近には２つの DEO(ヌエ

バ・エシハⅠDEO、ヌエバ・ビスカヤⅡDEO)があ

る。各 DEO は、2～5 カ所の区域を担当し、以下

の担当職員が配置されている。 

 職長 
 地区の維持管理技術者 
 オペレーターと運転手を含む維持管理職員 

2 消防及び警察組織 

 

 トンネル内で事故や火災等が発生した場合、

警察官及び消防隊員組織は Department of 
Interior and Local government (DILG)ガイドラ

インとポリシーに従い、救助活動、消火活動

等の非常時対応を担う。 

3 ダルトンパス現道付近に従事する維持

管理者数 
 ヌエバ・エシハⅠ DEO – 97 人 
 ヌエバ・ビスカヤⅡ DEO – 63 人 

4 維持管理事務所の所在地（現地事務所

を含む） 
 ヌエバ・エシハⅠDEO – Talavera, Nueva 

Ecija; Brgy. Digdig, Carranglan, Nueva Ecija  
 ヌエバ・ビスカヤⅡDEO – Dupax del Norte, 

Nueva Vizcaya; Perez Park, Brgy. Tactac Sta. 
Fe Nueva Vizcaya 

5 道路構造物及び施設の補修に際する維

持管理方法と費用負担  
 維持管理は Annual Maintenance Work 

Program (AMWP)に準拠して実施。AMWP に

は道路表層の種類毎の維持管理方法が記載さ

れ、橋梁については 2 年毎の検査、維持管理

方法について判断することが規定されてい

る。また、主要な道路上の構造物に対して維

持管理費用を優先的に配分することとされて

いる。 
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No. 項目 状況 

6 維持管理車両の種類と数 
 

維持管理機材 ヌエバ・ 
エシハⅠ 

ヌエバ・ 
ビスカヤⅡ 

サービス車両

（ピックアッ

プ） 

1 10（ヌエバ・

ビスカヤ全

体） 

ダンプカー 1 3 

ホイールロー

ダー 
1 2 

ブルドーザー 1 - 

ホイールエク

スカベーター 
1 1 

グレーダー - 1 

7 点検作業、補修作業、清掃作業、造園作

業、交通パトロール作業、設備メンテナ

ンス作業の頻度とその内容 

 現在、ヌエバ・エシハは Long-Term 
Performance-Based maintenance Contract を
実施中。 

 ヌエバ・ビスカヤについては、維持管理作業

は日常的に実施されている。検査頻度は
Department Order (D.O.) 41, Series of 2016
に示されている通りで、補修作業は同じ D.O.
に記載された頻度を基準として、施設の維持

管理については D.O. 64, Series 2016 の規定

に従う。 

8 維持管理作業の年間予算  ダルトンパス現道（サンホセ～アリタオ間）

における年間の維持管理予算は 1,702.5 万ペ

ソとなっている。 

（基準マニュアル：Philippine Highway 
Maintenance and Management 
Standard(PHMMS) 

日常メンテナンス*1：1,617.4 万ペソ 
緊急メンテナンス*2：85.1 万ペソ） 

9 維持管理作業の技術指導コンテンツ  維持管理担当者のための維持管理強化指導

（内容： Amended Policy Guidelines on the 
Maintenance of National Roads; maintenance 
operations and traffic safety management） 

10 ダルトンパス現道の交通規制  DPWH-PNP(Philippine National Police)と
LGU(Local Government Unit)の共同作業（警

察と維持管理作業者） 

11 過積載車両の交通取締り  2001 年 11 月 19 日付の共同政令(DPWH、
Department of Transportation (Land 
Transportation Office) (DOTR (LTO))、
Department of Interior and Local Government 
(Philippine National Police-Traffic 
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No. 項目 状況 

Management Group authorities) DILG (PNP-
TMG))間の覚え書き re: assignment of 
responsibilities を基準とし、DPWH と DOTR
が共同で過積載車両の交通取締りを実施して

いる。 

12 過積載車両への交通指導実施方法  過積載車両への交通取締り実施方法は

Regional Office（地域事務所（維持管理部））

が担当。貨物トラックは車体に最大積載量を

記載が義務付けられており、過積載の可能性

を持つ車両に対して、DPWH 保有の車重計を

用い、検査を実施。 

13 災害予防施策（例：自然災害、豪雨、車

両事故）及び災害時の緊急対応策 
 現在の D.O. 15, Series of 2015 を基準とし

て、全ての国道/橋梁は災害時に通行可能な状

態の維持に努める。 

1) 維持管理作業者を台風、豪雨、洪水発生

場所に事前に配置させる。 
2) 道路閉鎖時に備え、道路から障害物を取

り除く。 

 落石予防工/落石防護工を実施する。 

14 維持管理の最新法令並びに基準  Philippine Highway Maintenance and 
Management Stem Manual 

 D.O. 41, Series of 2016 

 D.O. 15, Series of 2015 

15 現道ダルトンパスの通行止めに関する

データ 
1. 過去 10 年分の通行止め回数 

 2015 年 10 月 19～27 日、2016 年 11 月

15～22 日（ヌエバ・エシハⅠDEO） 

2. バギオ地震の様な大規模地震発生の可能性 

 地質学的立地要因 
 現道付近の活断層の存在 

出典： JICA 調査団 

*1  日常メンテナンスに含まれる活動（Philippine Highway Maintenance and Management Manual） 
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*2  緊急メンテナンスは台風等の自然災害時、その他の緊急事態において公共交通及び道路網を保護し、可能な

場合には暫定的でも交通を確保するために行うものとされている（Philippine Highway Maintenance and 

Management Manual）。 

 

3.4 事業対象地域の関連インフラの整備計画 

DPWH への聞き取りによれば本事業に関連するインフラの整備計画は次のものがあるが、これ

らはダルトンパスバイパスに直接言及してはいない。 

 情報通信技術省（DICT）：National Broadband Plan 

本整備計画内において、既存の道路をはじめとするインフラ構造物を使用し、ブロードバ

ンド設備のための土木工事費用を最小限に抑えることが挙げられている。 

 国家経済開発庁（NEDA）：Philippine Transport System Master Plan (策定中) 

主要なインフラ関連道路網図とインフラ関連のマスタープランを形成し、国内のインフラ

ギャップやボトルネックを効率的に減らしていくことを目的とした計画。 

 国家経済開発庁（NEDA）：National Transport Policy 

National Transport Policy は安全で、信頼でき、効率的、経済的であり、環境的に持続可

能で人々を最優先に考えた交通システムにより、国民の生活の質を確実に向上させるとい

うビジョンを持つ。 

 通商産業省（DTI）：National Logistics Master Plan 2017-2022 

国内の交通インフラ、特に道路と港湾の発展を促す戦略とプログラムを構築した発展計画。 
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2.4 で述べたとおり、NEDA のリージョン II 事務所及びリージョン III 事務所は、リージョン II
（カガヤンバレー地域）及びリージョン III（中部ルソン地域）のそれぞれについて地域開発計画

を策定しており、リージョン III（中部ルソン地域）の地域開発計画のインフラ整備計画において

はダルトンパスを含む Maharlika Highway が地域間の接続を担う南北バックボーンとして位置付

けられ、サービス水準を向上される必要について述べられている。 

表 3.4-1 リージョン III の地域開発計画におけるダルトンパスの位置付けと推奨改善策 

 

 
出典：地域開発計画（リージョン III） 
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3.5 周辺地域の経済・社会・環境の状況 

リージョン II の地域総生産（GRDP）の年平均成長率は、4.9%である（2009 年～2018 年）。

これは国全体の GDP と比較して 1.5 ポイント低く、リージョン III の地域総生産の年平均成長率

7.7%より低い。両リージョンの経済規模は拡大しつつあるが、図 3.5-1 に示すようにリージョン

II の成長速度は全国平均を下回っている。 

 

出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-1 GDP/GRDP 成長率 (based on At Constant 2000 Prices) 

 

 
産業構成については、リージョン II の特徴は第一次産業が全産業の 30.3%を占め、国全体と比

較すると 3 倍以上のシェアを有している点である。ただし、そのシェアは 2012 年以降縮小しつ

つある。リージョン III の特徴は、第二次産業が全産業の 48.5%を占めている点である（2018 年

時点）。 

リージョン II とリージョン III で栽培される典型的な穀物はコメとトウモロコシである。特に

リージョン II では、コメの生産量がルソン島全体の 23%を占めており、トウモロコシについては

54%に達する。 

 
出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-2 リージョン II の産業構成 

 
出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-3 リージョン III の産業構成 
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出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-4 ルソン島におけるリージョン毎のコメ生産量 (‘000mt) 

 

 

出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-5 ルソン島におけるリージョン毎のトウモロコシ生産量 (‘000 mt) 

 
Philippine Statistics Authority(PSA)によるヌエバ・ビスカヤの Quickstat データによると農業穀

物の上位 5 品目は、コメ、トウモロコシ、ココナッツ、マンゴー、バナナである。コメとマンゴ

ーの年間生産量は徐々に増加しつつあるが、コーンとバナナについては変化がなくココナッツに

ついては徐々に減少している。 
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出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-6 ヌエバ・ビスカヤにおける米の生産量

(mt) 

 
出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-7 ヌエバ・ビスカヤにおけるトウモロコ

シの生産量(mt) 

 
出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-8 ヌエバ・ビスカヤにおけるココナッツ

の生産量(mt) 

 
出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-9 ヌエバ・ビスカヤにおけるマンゴーの

生産量(mt) 

 

出典： Philippine Statistics Authority 

図 3.5-10 ヌエバ・ビスカヤにおけるバナナの生産量

(mt) 

 
出典： JICA 調査団 

図 3.5-11 事業対象地域に広がる水田  

（リージョン II） 

 
事業対象周辺地域には、川沿いに広大な田園地帯が広がっている（リージョン II：マラン川、

リージョン III：ワヒグ川）。 

事業対象地域には、農業以外に特筆すべき経済活動がないため、豊富な生態系が存在し重大な

汚染源は存在していない。 

ルソン島北部には、世界遺産に登録されたイフガオ州のバナウエ棚田など、多くの観光地が存

在する。2018 年のリージョン ll の観光客数は約 120 万人で、2014 年と比べて 150％増加し、国

内からの観光客は観光客全体の 75％を占めている。ヌエバ・ビスカヤには多くの自然観光地もあ

り、2018 年には約 15 万人が訪れ、その 95％以上は国内からの観光客である。 
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出典： Department of Tourism 

図 3.5-12 リージョン II における年間観光客

数（人/年） 

 

出典： Department of Tourism 

図 3.5-13 ヌエバ・ビスカヤにおける年間観

光客数（人/年） 

 
ヌエバ・ビスカヤ州政府観光振興課によると、ヌエバ・ビスカヤには 2 つの有名なエコツーリ

ズムサイトが存在し、1 つはカッピサの洞窟、もう 1 つはローワーマガトエコツーリズムパーク

である。ヌエバ・ビスカヤへの旅行者の半数はローワーマガトエコツーリズムパークを訪れ散策

を楽しむ。観光のピークシーズンは 4 月から 6 月であり、旅行者の大半は自家用車か公営バスで

訪れる。 

 
出典： Nueva Vizcaya Provincial Governor Tourism 

Promotion and Department Division 

図 3.5-14 カッピサの洞窟の 1 年の観光客数 

 
出典： Nueva Vizcaya Provincial Governor Tourism 

Promotion and Department Division 

図 3.5-15 ローワーマガトエコツーリズムパ

ークにおける 1 年の観光客数 

 
ヌエバ・ビスカヤ州計画開発局および通商産業省のヌエバ・ビスカヤ州局への面談によると、

バンバンとソラノの農業通商センターを除き、事業対象地域周辺には工業団地や住宅開発は存在

しない。ヌエバ・ビスカヤの野菜と果物は通商センターに集められ、他の都市の商人が購入に訪

れる。 

面談によると、ヌエバ・ビスカヤでは地元の食品加工業者の見本市である伝統織物センターの

ようないくつかの開発事業が提案されている。しかしながら、これらの事業の開発規模は大きく

なく、交通への影響は限定的である。 
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3.6 道路計画上のコントロールポイント 

 主要なコントロールポイント 

現地踏査を通じて、道路計画において考慮すべきコントロールポイントとして、以下が確認さ

れた（表 3.6-1）。 

表 3.6-1 特定されたコントロールポイント 
No. 名称 写真 

1 

神聖な山 
(Maangat Natural 
Landscape) 
 
(図 5.4-1 の APS-SP-2 ) 

 

2 
サラザール居住地域 
 
(図 5.4-1 の APS-RA-1) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 

サラザールバランガイホ
ール(*1) 
 
(図 5.4-1 の APS-RA-1) 

 

 

Salazar 
Residential Area 
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No. 名称 写真 

4 
カナブアン居住地域 
 
(図 5.4-1 の APS-RA-5) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5 

カナブアンバランガイホ
ール(*1) 
 
(図 5.4-1 の APS-RA-5) 

 

6 
カナブアン小学校 
 
(図 5.4-1 の APS-RA-5) 

 

Canabuan 
Residential Area 
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No. 名称 写真 

7 カナブアン高等学校 

 

(*1): バランガイホールとは、フィリピンの最小行政区域であるバランガイ毎に存在する施設で、主にバ

ランガイキャプテン（バランガイの長）の事務所と住民のコミュニティーセンターとしての役割を持つ。 

出典: JICA 調査団 

 

 ダルトンパスバイパス既整備区間（１）南 

ダルトンパスバイパス既整備区間（１）南の状況について、表 3.6-2 に示す（既整備区間の位

置は図 3.1-3 参照）。 
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表 3.6-2 ダルトンパスバイパス既整備区間の状況（１）南 
No. 名称 写真 

1 
KM 191+840 
土工 
（法面保護なし） 

 

2 
KM 191+900 
土工 
（急勾配、曲線半径小） 

 

3 
KM 192+100 
セギム橋 
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No. 名称 写真 

4 
KM 192+400 
土工 
（急勾配） 

 

5 
KM 195+580 
土工 

 

6 
KM 195+700 
バンガ橋 
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No. 名称 写真 

7 
KM 195+740 
土工 

 
出典: JICA 調査団 

 
本区間には、表 3.6-3 に示す 2 橋梁が存在する。 

 

表 3.6-3 ダルトンパスバイパス既整備区間における橋梁リスト（１）南 

 

出典: JICA 調査団 

 
出典：Google Earth に調査団加筆 

図 3.6-1 橋梁位置図（既整備区間南側） 

 
  

No. 橋梁名 位置
橋の種類

スパン数
橋長 車道幅員

1 Seguim Bridge
Sta.192+025.73

Sta.192+110.53
RCDG (4-span) 85m 7.32m

2 Bunga Bridge
Sta.195+613.57

Sta.195+723.87
PSCG (4-span) 110m 7.32m

整備区間起点 
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点検結果について、表 3.6-4 及び表 3.6-5 に示す。 

表 3.6-4 Seguim Bridge の概略点検結果 

写真 

 
 
 
 
 
 

 

全体 路面 

 
 
 
 
 
 

 

桁 橋台 

 
 
 
 
 
 

 

橋脚 伸縮装置 

概要 上部工: RC 床版桁 (18.4+24.0+24.0+18.4 = 84.8m) 
橋台: RC カンチレバー(H 形鋼杭) 
橋脚: RC 円柱橋脚 x 2 (H 形鋼杭) 

所見 大きな欠陥は見受けられない。 
２車線で供用中。 
支承、伸縮装置、排水施設に損傷なし。 
床版上面に縦方向のひび割れが確認できたため、将来、床版から漏水す

る恐れあり。 

推奨される補修・交

換 
特になし 

出典: JICA 調査団 
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表 3.6-5 Bunga Bridge の概略点検結果 

写真 

  

全体 路面 

  
桁 橋台 

  
橋脚 伸縮装置 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ひび割れ(外側桁端部、A 橋台側) ひび割れ(外側桁端部、A 橋台側) 
伸縮装置の漏水 

概要 上部工: PC 桁 (27.65+27.5+27.5+27.65 = 110.3m) 
橋台: RC カンチレバー(H 形鋼杭) 
橋脚: RC 円柱橋脚 x 2 (H 形鋼杭) 

所見 ２車線で供用中。 
DPWH の『the Bridge Inspection Manual』に準ずると主桁に幅 2mm を

超えるひび割れ(Crack)が A 橋台側の両外側桁で確認された（表 3.6-6
参照）。更に、伸縮装置と床版からの漏水が確認された。このことから、

損傷は「Bad」と判定される。 

推奨される補修・交

換 
見受けられる損傷に対し補修が必要。 

出典: JICA 調査団 
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表 3.6-6 DPWH 橋梁点検マニュアルにおける評価基準（コンクリート桁） 

 

出典： DPWH, Bridge Management System, Bridge Inspection Manual,2007 

  

SPAN BRIDGE ATTTRIBUTE MAIN/SECONDARY MEMBER(1/3)

CONDITION
STATE

1 Cracking
2 Spalling

Scaling
Disintegration

3 Delamination
4 Rebar exposure/corrosion
5 Honeycomb
6 Water Leakage
1 Cracking
2 Spalling

Scaling
Disintegration

3 Delamination
4 Rebar exposure/corrosion
5 Honeycomb
6 Water Leakage
1 Cracking
2 Spalling

Scaling
Disintegration

3 Delamination
4 Rebar exposure/corrosion
5 Honeycomb
6 Water Leakage
1 Cracking
2 Spalling

Scaling
Disintegration

3 Delamination
4 Rebar exposure/corrosion
5 Honeycomb
6 Water Leakage

BRIDGE ELEMENT

SEVERITY OF DEFECT
CONDITION

Water leak in 1 spot has an area of > 200mm to <= 500mm wide

CONCRETE   Girder

0 - Good

MATERIAL
TYPE TYPE OF DAMAGE

Affected area is > 300mm to <= 600mm wide in any direction,
or depth is 50mm to 100mm

Delaminated area measuring >300mm  to <= 600mm in any direction
Main rebar exposed  is >500mm to <=1000mm wide, corroded
Affected area is >300mm to <= 600mm wide in any direction

Hairline crack or no crack
Affected area is <= 150mm wide in any direction, 
or depth is less than 25mm

No damage
Affected area is <= 150mm wide in any direction
Not visible

Affected area is > 150mm to <= 300mm wide in any direction.
or depth is 25mm to 50mm

Delaminated area measuring >150mm  to <= 300mm wide in any direction
Main rebar exposed  is <= 50 mm wide, corroded or flaking only
Affected area is > 150mm to <= 300mm wide in any direction

> 1.0mm, 2 directions, spacing is < 200mm
Affected area is > 600mm wide in any direction,
or depth is more than 100mm

Delaminated area measuring > 600mm in any direction
Main rebar exposed is > 1000mm wide and corroded

> 0.3mm to <= 1.0mm,  spacing is <500mm to >= 200mm

Water leak in 1 spot has an area of > 500mm wide

3 - Bad

2 - Poor

1 - Fair

Affected area is >600mm wide in any direction

Water leak in 1 spot has an area of <= 200mm wide

<= 0.3mm,  1 direction, spacing > 500mm

Delaminated area measuring <=150mm in any direction



JICA Preparatory Survey for Dalton Pass East Alignment Road in the Philippines 
FINAL REPORT  July 2023 
 

 

NK-KEI-NE-CNEXCO  3-24 

 ダルトンパスバイパス既整備区間（２）北 

ダルトンパスバイパス既整備区間（２）北の状況について、表 3.6-7 に示す（既整備区間の位

置は図 3.1-3 参照）。 

 

表 3.6-7 ダルトンパスバイパス既整備区間の状況（２）北 
No. 名称 写真 

1 
KM 206+400 
土工 

 

2 
KM 239+100 
土工 
（急勾配、曲線半径小） 

 

3 
KM 240+500 
土工 
（急勾配、曲線半径小） 
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No. 名称 写真 

4 
KM 247+940 
Sta. Fe 橋 

 

5 
KM 248+100 
土工 
（曲線半径小） 

 
出典: JICA 調査団 

 
本区間には、表 3.6-8 に示す 4 橋梁が存在する。 

 

表 3.6-8 ダルトンパスバイパス既整備区間における橋梁リスト（２）北 

 
出典: JICA 調査団 

No. 橋梁名 位置
橋の種類

スパン数
橋長 車道幅員

1 Marang Bridge
Sta.233+109.35

Sta.233+309.00
PSCG (10-span) 200m 7.32m

2 Yaway Bridge
Sta.239+782.29

Sta.239+798.00
RCDG (1-span) 16m 7.32m

3 Comon Bridge
Sta.245+051.00

Sta.245+066.76
RCDG (1-span) 15m 7.32m

4 Sta. Fe Bridge
Sta.247+879.83

Sta.248+029.4
PSCG (6-span) 150m 7.32m
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出典：Google Earth に調査団加筆 

図 3.6-2 橋梁位置図（既整備区間北側） 

  

整備区間終点 
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概略点検結果について、表 3.6-9～表 3.6-12 に示す。 

 

表 3.6-9 Marang Bridge 橋の概略点検結果 

写真 

 
 
 
 
 
 

 

全体 路面 

 
 
 
 
 
 

 

桁 橋台 

 
 
 
 
 
 

 

橋脚 伸縮装置 

概要 上部工: PC 桁 (20.1+3@20.0+2@19.725+3@20.0+20.1 = 199.65m) 
橋台: RC カンチレバー(H 形鋼杭基礎) 
橋脚: RC 円柱橋脚 x 2(H 形鋼杭基礎) 

所見 ２車線で整備中である。 
まだ建設中であるため、欠陥の検証についての点検は控える。 

推奨される補修・交

換 
特になし 

出典: JICA 調査団 
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表 3.6-10 Yaway Bridge の概略点検結果 

写真 

 
 
 
 
 
 

 

全体および路面 桁 

 
 
 
 
 
 

 

橋台 伸縮装置 

 
 
 
 
 
 
 

 

アルカリシリカ反応 (ASR)  

概要 上部工: RC 床版桁(15.71m) 
橋台: RC Spill-Through 型(直接基礎) 
橋脚: なし 

所見 大きな欠陥は見受けられない。 
２車線で供用中。 
支承、伸縮装置、排水施設に損傷なし。 
橋台のパラペット部にアルカリシリカ反応(ASR)が発生している。 
床版上面に縦方向のひび割れが確認できたため、将来、床版から漏水す

る恐れあり。 

推奨される補修・交

換 
特になし 

出典: JICA 調査団 
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表 3.6-11 Comon Bridge の概略点検結果 

写真 

 
 
 
 
 
 

 

全体および路面 桁 

 
 
 
 
 
 

 

橋台 伸縮装置 

 
 
 
 
 
 

 

  

概要 上部工: RC 床版桁(15.76m,斜橋) 
橋台: RC Spill-Through 型 (H 形鋼杭基礎) 
橋脚: なし 

所見 大きな欠陥は見受けられない。 
２車線で供用中。 
支承、伸縮装置、排水施設に損傷なし。 
床版上面に縦方向のひび割れが確認できたため、将来、床版から漏水す

る恐れあり。 

推奨される補修・交

換 
特になし 

出典: JICA 調査団 
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表 3.6-12 Sta. Fe Bridge の概略点検結果 

写真 

 
 
 
 
 
 

 

全体 路面 

 
 
 
 
 
 

 

桁 橋台 

 
 
 
  
 
 

 

橋脚 伸縮装置 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

概要 上部工: PC 桁 (25.1+25.0+25.0+24.725+24.725+25.0+25.1=149.650m) 
橋台: RC カンチレバー(H 形鋼杭) 
橋脚: RC 円柱橋脚 x 2 (H 形鋼杭) 

所見 ２車線で供用中。 
DPWH の『the Bridge Inspection Manual』に準ずると主桁には 1mm 以

下のひび割れ(Crack)が入っている（表 3.6-6 参照）。また、伸縮装置に

充填剤が入っていない。このことから「Fair あるいは Poor」にあたる

損傷と判定される。 

推奨される補修・交

換 
見受けられる損傷に対し補修が必要。 

出典: JICA 調査団 
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 カラングラン州道区間 

カラングラン州道の状況について、表 3.6-13 に示す。 

表 3.6-13 カラングラン州道区間の状況 
No. 名称 写真 

1 
KM 184+650 
カラングラン州道 
土工 

 

2 
KM 184+720 
カラングラン州道 
ボックスカルバート 

 

3 
KM 186+300 
カラングラン州道 
急カーブ：R=30m 

 
出典: JICA 調査団 
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本区間には、表 3.6-14 に示す 1 橋梁が存在する。 

表 3.6-14 カラングラン州道区間の橋梁リスト 

 
出典: JICA 調査団 

 
点検結果について、表 3.6-15 に示す。橋梁位置は出典：Google Earth に調査団加筆 

図 3.6-1 参照。 

 

表 3.6-15 Maringalo Bridge の概略点検結果 

写真 

 
 
 
 
 
 

 

Overview Surface 

 
 
 
 
 
 

 

Truss Girder Under Deck and Abutment 

 
 
 
 
 
 

 

Pier  

概要 上部工: ベイリー橋(7@3+0.65+7@3+0.65+7@3 = 64.3m) 
橋台: RC カンチレバー 
橋脚: H 形鋼杭 

所見 大型車両は通過できるものの、本橋は仮橋である。 
現在、１車線規制されている。鋼材の腐食が主な欠陥である。 

推奨される補修・交

換 
恒久橋に交換すべきである。 

出典: JICA 調査団 

No. 橋梁名 位置
橋の種類

スパン数
橋長 車道幅員

1 Maringalo Bridge
Sta.188+487

Sta.188+552
Bailey Bridge 65m 7.0m
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4 先行調査結果レビュー 

4.1 先行調査において示されたスコープのレビュー 

 MLIT 調査 

国土交通省（以下、「MLIT」という。）が。2015 年にダルトンパスバイパス調査を実施した。

MLIT 調査では、特に環境問題及び先住民族問題に関して調査が行われた。 

MLIT 調査では、トンネル工事により水質低下、そして干ばつを起こす可能性がある点、またト

ンネル工事が終日実施されることから騒音問題について提起しており、これらに対する緩和策を

講じるべきであるとの指摘をしている。 

先住民族に関しては、MLIT 調査において本事業対象地域が先住民族領域(Ancestral Domain)
（以下、「AD」という。）を含んでいるため、本事業が先住民族へ影響を与える可能性を示唆して

いる。 

 

 本事業により影響を受ける先住民族 

JICA は本事業対象地域またはその周辺の先住民族について 2017 年に”Survey on Safeguard 
Consideration on Dalton Pass East Alignment Alternative Road Project”を実施した。この調査で

は、ヌエバ・ビスカヤ及びヌエバ・エシハに居住する先住民族の社会経済状況に関する先住民族

計画の影響調査及び TOR 等の基礎調査も含んでいる。 

 

 環境面の法制度 

フィリピン国はフィリピン環境影響評価システムを策定しており、このシステム下において、

建設事業は事業タイプ、規模、位置に関連して適切な手続きが求められている。本事業では、

Environmental Impact Statement, EIS(環境影響予測)を Department of Environment and Natural 
Resources - Environmental Management Bureau, DENR-EMB へ提出する必要があり、

Environmental Compliance Certificate, ECC(環境コンプライアンス証明)を取得する必要があると

考えられる。 

フィリピンでは、木を切る際は伐採許可が必要である。加えて、本事業対象区間が水源森林保

護区を含んでいるため（12 章参照）、DPWH は事業実施前若しくは実施中に保護範囲について検

討する必要がある。 

先住民族に関して、フィリピン国は先住民族の権利を保護するため Act (RA8371)を策定した。

事業の実施には、FPIC（Free and Prior Informed Consent）からの CP（Certificate Precondition）
の発行が必要となり、本業務においてはリージョン II 及びリージョン III の CP が発行されてい

る。 

 

4.2 先行調査における課題点と要更新箇所 

 交通需要予測 

本事業を対象とした調査が過去に複数回実施されてきており、その内の３つの交通需要予測結

果について以下に示す。 

 

2010 年のダルトンパス現道に関する年平均日交通量（AADT）で示された交通量は、以下の表 
4.2-1 に示されている DPWH により計測された 2009 年の交通量データを元に予測されている。 
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表 4.2-1 2010 年におけるダルトンパス現道の交通量 
(unit: veh/day) 

C/T/J PU P-up 
/van 

MB BB T2 
axle 

T3 
axle 

T4 
axle 

AADT1 MC TC AADT2 

1,079 227 791 142 661 679 718 1084 5,381 594 0 5,975 
出典: Dalton Pass East Alternative Road Economic Feasibility Re-evaluation, DPWH, January 2011 

 
ダルトンパスバイパスへの転換交通量がダルトンパス現道の 10%に設定された場合の現道の

交通量は以下の通りである。 

 

表 4.2-2 代替道路が供用された場合の交通量 (2010) 
(unit: veh/day) 

 C/T/J PU P-up 
/van 

MB BB T2 
axle 

T3 
axle 

T4 
axle 

AADT1 MC TC AADT2 

バイパス 108 23 79 14 66 68 72 108 538 59 0 597 
ダルトンパス 971 204 712 128 595 611 646 976 4,843 535 0 5,378 

出典: Dalton Pass East Alternative Road Economic Feasibility Re-evaluation, DPWH, January 2011 

 
本事業の経済分析に使用された年間交通量増加率は DPWH が見積もった下表の数値を基準と

している。 

表 4.2-3 交通量増加率 (GRDP を基準とした地域的増加率) 
(unit: %/year) 

 C/T/J PU P-up 
/van 

MB BB T2 
axle 

T3 
axle 

T4 
axle 

MC TC 

2003 3.00 6.40 4.30 6.40 6.40 4.30 4.30 4.30 3.00 6.40 
2009 3.20 7.20 4.80 7.20 7.20 4.80 4.80 4.80 3.20 7.20 
2015 3.00 6.30 4.30 6.30 6.30 4.30 4.30 4.30 3.00 6.30 
2021 2.50 5.30 3.70 5.30 5.30 3.70 3.70 3.70 2.50 5.30 
2027 2.50 5.30 3.70 5.30 5.30 3.70 3.70 3.70 2.50 5.30 
2031 2.50 5.30 3.70 5.30 5.30 3.70 3.70 3.70 2.50 5.30 
2037 2.50 5.30 3.70 5.30 5.30 3.70 3.70 3.70 2.50 5.30 

出典: Dalton Pass East Alternative Road Economic Feasibility Re-evaluation, DPWH, January 2011 

 

 

経済産業省（以下、「METI」と言う。）が実施した調査において、将来交通量は 2011 年の DPWH
の報告書内に記載されている交通量（表 4.2-1）と交通増加率（表 4.2-3）（1）を使用して概算さ

れている。 

2018 年にダルトンパスバイパスが完成すると考え、開通後 25 年となる 2043 年の交通量が計

算されている。結果は以下に示す通りである。 

表 4.2-4 ダルトンパス現道の交通量 (2043) 
(unit: veh/day) 

C/T/J PU P-up 
/van 

MB BB T2 
axle 

T3 
axle 

T4 
axle 

AADT1 

2,497 1,308 2,700 818 3,809 2,310 2,451 3,700 19,603 
出典: METI 調査（2012） 

一方、ダルトンパス現道からダルトンパスバイパスへの迂回交通量は一般車両、ハイヤーカー

及びバス交通に対して 1/3、トラック交通はすべて代替道路へ迂回するように設定されている。 
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表 4.2-5 ダルトンパスバイパスが供用された場合の交通量 (2043)  
(unit: veh/day) 

 C/T/J PU P-up 
/van 

MB BB T2 
axle 

T3 
axle 

T4 
Axle 

AADT1 

バイパス 832 436 900 273 1,270 2,317 2,451 3,700 12,175 
ダルトンパス 1,665 872 1,800 545 2,539 0 0 0 7,421 

出典: METI 調査（2012） 

 

 

METI 調査において、将来交通量は 2011 年の DPWH 報告書に記載されている交通量（表 4.2-1）
及び交通量増加率（表 4.2-3）を使用して計算されている（1）。ダルトンパスバイパスの開通は

2024 年に設定されており、開通による迂回率は（2）と同様に設定されている。 

2040 年における交通量は、ダルトンパス現道において 6,000 台/日、ダルトンパスバイパスに

関して 12,700 台/日と設定されている。 

 

4.3 本調査における交通需要予測 

本調査において実施した交通需要予測について「7 交通需要予測」に示す。 

 

4.4 代替路線案の更新 

 既存案 

既存案は新地形図にて検討されており、検討結果は下表に示す通りである。 

表 4.4-1 既存代替路線案の更新 
既存ルート名 ルート案選定の経緯 新ルート名 

既存案 2 トンネル標高 800m 新計画案 A 
既存案 3 トンネル標高 700m 新計画案 B 
既存案 4 トンネル標高 600m 新計画案 C 

出典: JICA 調査団 

 
既存案 1(DPWH2011/METI2003)は設計速度が 30km/h で、最小曲線半径は 30m、最急勾配は

I=10%を適用していることから、本調査で DPWH と合意した路線選定の前提条件である、設計速

度 60km/h を満たしていないため比較対象から除外した。 
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表 4.4-2 既存案 1 における曲線半径と縦断勾配 

区間 区間長(km) 
曲線半径の構成(％) 縦断勾配(％) 

半径 30m～50m 5%～7% 7%以上 

区間 1 31.4 31.4 16.4 34.6 

区間 2 6.3 13.6 19.9 2.4 

区間 3 11.8 31.3 22.5 3.9 

区間 4 14.3 33.1 32.0 4.8 

区間 5 9 15.7 41.6 10.9 

区間 6 16.6 3.4 5.5 0.8 

合計 89.4 23.6 20.4 14.9 

注： P1 図 1.2-1 の道路延長は、既設州道利用区間（区間 2A）を加えていること、及び区間 3~5

について本調査の概略設計を反映した延長（約 23km）としていることから上表の区間長と異なる。 

 

出典: JICA 調査団 

図 4.4-1 既存計画案１におけるバイパス案 

 

 新計画案 D の提案 

新計画案 D は新地形図を元に本調査にて提案され、トンネル標高は約 700m である。 
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出典: JICA 調査団 

図 4.4-2 新計画案 D の位置図 

 

4.5 本業務のスコープと作業計画 

 作業計画 

図 1.6-1 に全体の作業計画を示す。  

 路線選定 

最適路線案は“Route Alternative Study Report (RASR)”に取りまとめた。 

現時点での結論及び提言、並びに最適代替路線は以下に示す通りである。 

 本業務のスコープ 

本業務のスコープは以下の通りである。 

(1) 背景・現況の確認 

(2) 事業対象地域の現況踏査 

(3) 先行調査結果レビュー 

(4) インセプション・レポートの作成・協議 

(5) 自然条件調査 

(6) 交通量調査及び将来交通需要予測 

(7) 事業実施計画の策定 

(8) 概略設計 

(9) 事業実施スケジュールの策定 

(10) 本邦技術の活用可能性の検討 
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(11) 事業費の積算 

(12) 調達計画の策定 

(13) 事業実施体制の検討 

(14) 運営・維持管理体制の検討 

(15) 実施機関負担事項の確認 

(16) 環境社会配慮に係る調査（環境アセスメント報告書案、及び先住民族計画案の作成） 

(17) 用地取得・住民移転計画の作成 

(18) 本事業の評価 

(19) 気候変動緩和策としての案件形成に係る情報収集・分析 

(20) 有識者からの意見聴取 

(21) 本邦企業説明会 

(22) トンネル等の技術紹介に係る現地セミナー及び本邦招聘の企画・実施 

(23) 3 次元モデルを用いた CIM データの活用 

(24) インテリム・レポート、ドラフト・ファイナルレポート、ファイナル・レポートの作成・

協議 
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